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令和７年度第１回宝達志水町健康づくり推進協議会会議録 

 

あいさつ 

議 件 

 

室長あいさつ 

（１）委員委嘱 10名 会長（蓮野正彦委員）・副会長（長谷川明弘委員）選出 

（２）町民の健康状況について  

（３）令和５年度健康づくり推進事業の実績報告及び評価、令和6年度健康づくり

推進事業について 

（４）新型インフルエンザ等対策行動計画について 

（５）その他 

日  時 令和７年９月２９日（月）午後１時３０分から午後３時００分まで 

場  所 アステラス ２階 研修室  

 

委員出欠 

 

出席：蓮野正彦委員（会長）、長谷川明弘委員（副会長）、山本悦子委員、菅佐智子

委員、北出宏予委員、塚田久恵委員、杉中由美子委員 

欠席：西澤誠委員、中山真一委員、平田直美委員 

事務局 寺崎室長、岡野次長、岡山保健師、竹内保健師、北野管理栄養士 

 

議 事 

 

 

 

 

（２）（３）（４）について、別添資料等で説明 

〈主な意見〉 

 

●特定健診受診者というと誰が対象なのか。説明をお願いしたい。 

○町が実施する特定健診は、国民健康保険に加入している４０歳～７４歳の方になる。 

 

●胃がん検診、大腸がん検診を男女別に分けてあるのは何か理由があるのか。 

○昨年のこの健康づくり推進協議会の会議で、胃がん、大腸がん検診受診者の性別や

年齢階級別に見ると、再勧奨を行う時にどの層にするとよいか、ターゲットが絞り

込めるという意見がでた。 

 

●対象者を絞り混む時に必要になってくる。性別や年齢階級別に見てどこの対象者に

アプローチしたらいいのかわからないので、もう少し細かく分析したら良いのでは

と意見した。今回の結果を見ると、性別・年齢階級別に見ても大差はない。どちら

も必要だということが分かった。両方共にアプローチして受診率をアップすること

が必要である。そもそもの受診率が低いのでもっと上げないといけない。４０歳代・

５０歳代の人がもっと受診しないといけない。 

 

●３歳児検診の歯科検診で、令和５年度は５人がう歯ありとあるが、一人あたりどれ

くらいの本数か。 
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○母子については、県の母子指数から抜粋してあるので、詳しく一人あたりの本数は、

手持ちの資料がないのでわからない。調べて後からお答えする。う歯は、外国では

虐待のリスクに上げられる指標と認識している。 

 

●悪性新生物の内訳の３年平均死亡数は、全年齢で１位肺、２位胃、３位結腸だが、

壮年期の男女別で見ても順位は同じか。 

○今、手元に資料がないので後日お答えする。 

 

●がん検診について２つお伺いしたい。受診率をがんばって伸ばすように努力されて

いる。受診者の初回受診率を知りたい。リピーターの人は毎年受けてくれているの

では。初回の人を伸ばす必要がある。 

がん検診でのがん発見者数は、進行がんの人が結構いらっしゃることが分かった。

すべてのがんの男女別、種類別にならないのか。どのがんが早期で発見されている

か、またアプローチをどうすればよいか考えることができる。そこをターゲットに

していけば結果につながると思う。 

○どちらも今、手元に資料がないので後日お答えする。 

 

●令和７年度は女性がん検診がQRコードで申し込みができるようになったのか。 

便利になったなと思った。女性がん検診だけでなく、すべてのがん検診にできない

のか。最近はDX化が進んでいるので便利かなと思う。 

○個別の女性がん検診に必要な受診票の申し込が、QRコードでできるようなった。 

医療機関へは直接電話予約をしてほしい。集団のがん検診の申し込みは、検診申込

はがきや電話で行っている。 

 

●帯状疱疹予防接種の案内がきてもどういうことがよく分からない。もっと説明があ

ってもいいのではと思う。 

○広報やホームページでもお知らせはしている。説明内容をわかりやすくしていきた

い。 

 

●食生活改善推進員として町のボランティアフェスティバルに参加した。活動として

みそ汁の塩分測定を実施した。普段の活動は高齢者と接することが多かったが、今

回は親子の参加者も多かった。親子に食の大切さについてアプローチできるよい機

会となった。 

健康づくり推進員の活動として地区の会館の健康教室では、体力測定や質問票を使 

って、２回の教室の前後で評価をする教室を実施してきた。運動も大切ということ 

で、これからは月に２回体操教室をすることになった。 

 

●以前は保健活動の現状の資料に小中学校の肥満とやせの状況やう歯の情報が掲載さ

れていたと思う。連携していくためには必要なので情報共有していくべきだと思う。 

○今後、情報共有を図っていきたい。 

 

 


